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新・旧　副議長挨拶

よろしくお願いします！
　

桜
花
爛
漫
の
春
本
番
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
３
月
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
皆
様
の
ご
推
挙
を
賜
わ

り
ま
し
て
副
議
長
に
選
任
頂
き
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
共

に
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
町
民

の
皆
様
方
の
負
託
に
こ
た
え
る
事

が
出
来
ま
す
様
に
誠
心
誠
意
職
務

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
和
水
町
も
合
併
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

学
校
統
合
事
業
、
少
子
高
齢
化

対
策
、
農
業
・
商
工
振
興
対
策
、

道
路
等
社
会
資
本
の
整
備
等
各
分

野
で
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
町
単
独
で
解
決
出
来
る

案
件
は
皆
無
の
状
況
下
、
国
・
県

の
事
業
と
連
携
し
て
町
・
議
会
が

一
体
と
な
り
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
日
人
口
減
少
が
急
速

に
進
行
す
る
な
か
、
住
み
良
い
安

全
な
町
づ
く
り
を
進
め
町
民
生
活

向
上
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
こ
た
え

る
べ
く
議
決
機
関
で
あ
る
様
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様

に
は
議
会
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
前
副
議
長
の
労
苦
に
対

し
心
よ
り
謝
意
を
表
し
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

彼
岸
も
過
ぎ
、
草
木
の
躍
動
が

目
に
映
り
春
の
お
と
ず
れ
を
感
じ

る
季
節
と
な
り
、
農
作
業
も
大
変

忙
し
い
時
期
と
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

私
、
一
昨
年
の
５
月
よ
り
、
和

水
町
議
会
副
議
長
と
し
て
推
挙
さ

れ
、
２
年
間
、
議
長
の
補
佐
役
と

し
て
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

任
期
中
に
お
き
ま
し
て
は
、
町

民
の
皆
様
を
は
じ
め
議
員
各
位
に

は
色
々
な
面
で
お
引
き
立
て
い
た

だ
き
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
在
職
中
に
は
議
長
の
代
理

と
し
て
多
く
の
行
事
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
方
と

接
す
る
こ
と
も
多
く
、
い
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
議
長
の
近
く
で
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
事
で
、
議
会
の
顔

と
し
て
、
会
議
、
出
張
や
各
種
行

事
へ
の
参
加
、
そ
し
て
執
行
部
と

の
調
整
、
議
会
の
進
行
、
運
営
な
ど
、

そ
の
責
務
の
重
さ
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
議
員
と
し
て
、
議
会
の

活
性
化
と
充
実
の
た
め
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
我
町
の
深
刻
な
問
題
と

し
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
あ

り
ま
す
。
和
水
で
生
ま
れ
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
住
み
た
い
、
帰
っ

て
来
た
い
と
思
う
よ
う
な
町
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
り
、
今
後
と
も
町
民
の
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

和
水
町
議
会
副
議
長

髙
　
巢
　
泰
　
葊

退
任
挨
拶荒

　
木
　
拓
　
馬

２会場で240人参加！

初の議会報告会

和
水
町
議
会
運
営
委
員
長
　
小 

山
　 

曉

　

和
水
町
議
会
で
は
、
初
め
て
の
議
会
報
告
会
を

町
内
２
会
場
（
三
加
和
公
民
館
・
和
水
町
ふ
れ
あ

い
会
館
）
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
町
民
の
皆
様
に

は
多
忙
な
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、
延
べ
２
４
０
人

の
参
加
が
あ
り
、
貴
重
な
意
見
や
要
望
等
を
出
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
今
回
の
議
会
報
告
会
を
開
催
し
た

背
景
に
は
、
昨
年
の
12
月
議
会
に
住
民
グ
ル
ー
プ

『
明
る
い
和
水
町
を
つ
く
る
会
』（
代
表
・
深
浦
重

勝
氏
）
か
ら
提
出
さ
れ
た
『
学
校
統
廃
合
事
業
に

つ
い
て
議
会
報
告
会
を
求
め
る
要
望
書
』
が
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
実
施
し
た
も

の
で
す
。
三
加
和
会
場
で
出
た
主
な
意
見
・
要
望

の
中
に
は
『
現
在
菊
水
区
域
の
学
校
統
廃
合
事
業

が
紛
糾
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
に
㈱
ラ
イ
ト
設
計

の
問
題
が
争
点
と
な
っ
て
お
り
、
な
ぜ
ラ
イ
ト
設

計
を
議
会
に
呼
ん
で
安
全
性
な
ど
を
確
認
し
な
い

の
か
、
議
員
の
考
え
を
聞
き
た
い
。』
と
い
う
意

見
や
『
耐
震
改
修
費
の
み
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、

町
の
提
案
が
二
転
三
転
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。』

　

ま
た
、『
５
才
の
子
ど
も
を
も
つ
母
親
だ
が
、

も
う
６
年
待
っ
て
い
る
。
統
合
し
て
ほ
し
い
と
い

う
の
は
母
親
た
ち
の
総
意
だ
と
思
う
。
こ
の
ま
ま

小
さ
い
小
学
校
の
ま
ま
で
い
い
と
思
っ
て
い
る
人

は
い
な
い
と
思
う
。
あ
と
何
年
で
や
っ
て
も
ら
え

る
の
か
聞
き
た
い
。』
等
々
切
実
な
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
菊
水
会
場
で
は
『
耐
震
問
題
に
こ
と
ご

と
く
反
対
・
否
決
す
る
議
員
が
い
る
か
ら
何
も
決

ま
ら
ず
事
業
が
進
ま
な
い
責
任
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
？
』
と
言
っ
た
意
見
や
『
番
城
に
新
築
す

る
よ
り
も
も
っ
と
多
く
の
金
が
か
か
り
、
し
か
も

そ
れ
は
今
の
子
ど
も
や
若
者
に
大
き
な
つ
け
を
回

す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
福
原
町
長
に
反
対

し
て
こ
な
か
っ
た
理
由
を
聞
き
た
い
。』
等
々
そ

の
他
に
も
厳
し
い
質
問
や
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、

停
滞
す
る
菊
水
区
域
の
学
校
統
廃
合
事
業
を
今
後

前
向
き
に
進
め
て
い
く
上
で
大
変
参
考
と
な
る
議

会
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

三加和公民館

和水町ふれあい会館

１月31日開催
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63億6,818万7千円 117億8,066万7千円を可決総額

平成27年度　一般会計補正予算

定例議会
報告

平成28年

３月
1億2,229万6千円を減額

　３月定例会は、３月９日から18日までの10日間の会期で開催されました。

　町長の行政報告及び施政方針、27年度補正予算、28年度当初予算関係18件、条

例関係14件、その他２件の計34件が提案されました。撤回された「和水町附属機

関設置条例の廃止について」を除き、原案どおり承認可決されました。条例の中に

は昨年３月に設置されました議会改革調査特別委員会から提出の議会基本条例の制

定も含まれております。

　なお追加議案として荒木拓馬副議長の辞任にともない、副議長選挙が行われ髙巢

泰葊議員が選出されました。

　一般質問は10名が登壇し町の将来や方向性を決める基本計画等の不備に対する

質問等もあり執行部に対する厳しい質疑が多く活発な議会となりました。

特別会計補正予算

平成28年度

各会計当初予算の状況

会　計　名 追加・減額 歳入歳出予算総額

国民健康保険事業会計 3,648万6千円減額 17億6,784万2千円

介護保険事業会計 4,853万1千円減額 15億4,387万3千円

特別養護老人ホーム事業会計 138万1千円減額 4億9,437万6千円

簡易水道事業会計 7万5千円追加 8,138万6千円

下水道事業会計 172万7千円減額 9,210万4千円

後期高齢者医療事業会計 332万7千円減額 1億4,234万7千円

和水町立病院事業会計（収益的収入及び支出） 2,001万9千円減額 9億7,485万9千円

予算総額

会 計 名
当初予算額

増減額
平成28年度 平成27年度

一般会計 64億7,030万円 62億7,568万円 1億9,462万円

国民健康保険事業会計 17億8,160万9千円 17億9,854万3千円 △1,693万4千円

介護保険事業会計 15億1,882万5千円 16億149万3千円 △8,266万8千円

特別養護老人ホーム事業会計 5億1,349万9千円 4億7,535万4千円 3,814万5千円

簡易水道事業会計 1億5,132万円 7,818万5千円 7,313万5千円

下水道事業会計 1億988万7千円 9,326万2千円 1,662万5千円

特定地域生活排水処理事業会計 1億672万7千円 8,975万2千円 1,697万5千円

春富財産区特別会計 28万1千円 28万1千円 0円

後期高齢者医療事業会計 1億4,941万3千円 1億4,566万3千円 375万円

和水町病院事業会計 
（収益的収入及び支出）

9億7,880万6千円 9億8,717万4千円 △836万8千円

合　　計 117億8,066万7千円 115億4,538万7千円 2億3,528万円

　補正予算の主な内容は、３月ということで平成27年度各事業の実績見込み等による不用額の合計と追加

補正分の差引で1億2,229万6千円の減額となっている。

　歳出において増額となった主な事業は次のとおりである。

歳出予算の事項別明細 内　　　　容 金額

情報セキュリティ強化対策事業委
託料

マイナンバー制度導入による情報ネットワーク
に対するセキュリティ強化を行う

1,857万6千円

繰出金 国民健康保険事業会計への繰出し 2,215万円

繰出金 特別養護老人ホーム事業会計へ繰出し 638万6千円

繰出金 病院事業会計へ繰出し 498万6千円

人件費 職員給与改定にともなう増額 378万9千円
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議案番号 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

議案第 4 号 和水町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第 5 号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備について 〃

議案第 6 号 和水町行政不服審理職員の任用等に関する条例の制定について 〃

議案第 7 号 和水町行政不服審査会条例の制定について 〃

議案第 8 号 和水町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 〃

議案第 9 号 和水町新築住宅及び新築賃貸住宅に対する固定資産税の減免条例の一部改正
について 〃

議案第10号 和水町国民健康保険税条例の一部改正について 〃

議案第11号
和水町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する
条例及び和水町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営の基準等に関する条例の一部改正について

〃

議案第12号 菊水カヌー館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 〃

議案第13号 和水町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 〃

議案第14号 和水町附属機関設置条例の廃止について 事件撤回

議案第15号 和水町教職員住宅設置条例の一部改正について 原案可決

議案第16号 平成27年度 和水町一般会計補正予算（第8号） 〃

議案第17号 平成27年度 和水町国民健康保険事業会計補正予算（第4号） 〃

議案第18号 平成27年度 和水町介護保険事業会計補正予算（第4号） 〃

議案第19号 平成27年度 和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第4号） 〃

議案第20号 平成27年度 和水町簡易水道事業会計補正予算（第3号） 〃

議案第21号 平成27年度 和水町下水道事業会計補正予算（第2号） 〃

議案第22号 平成27年度 和水町後期高齢者医療事業会計補正予算（第2号） 〃

議案第23号 平成27年度 国民健康保険 和水町立病院事業会計補正予算（第3号） 〃

議案第24号 平成28年度 和水町一般会計予算 〃

議案第25号 平成28年度 和水町国民健康保険事業会計予算 〃

議案第26号 平成28年度 和水町介護保険事業会計予算 〃

議案第27号 平成28年度 和水町特別養護老人ホーム事業会計予算 〃

議案第28号 平成28年度 和水町簡易水道事業会計予算 〃

議案第29号 平成28年度 和水町下水道事業会計予算 〃

議案第30号 平成28年度 和水町特定地域生活排水処理事業会計予算 〃

議案第31号 平成28年度 和水町春富財産区特別会計予算 〃

議案第32号 平成28年度 和水町後期高齢者医療事業会計予算 〃

議案第33号 平成28年度 和水町病院事業会計予算 〃

議案第34号 和水町過疎地域自立促進計画の策定について 〃

同意第 1 号 和水町固定資産評価員の選任について 原案同意

条 例：12件
補正予算： 8件
当初予算：10件
そ の 他： 2件

計 32件

３ 月 議 会 議 案 審 議
採 決 結 果

町長提出議案一覧

議案番号 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

発議第 2 号 和水町議会会議規則の一部改正について 原案可決

発議第 3 号 和水町議会基本条例の制定について 〃

発議第 4 号 県河川、十町川河川掘削及びよしの除去に関する意見書の提出について 〃

発議第 5 号 ＴＰＰ協定の国会批准をしないことを求める意見書の提出について 〃

閉会中の継続審査について（総務文教常任委員会） 原案決定

閉会中の継続調査について（各委員会） 〃

議員派遣について 〃

条 例： 1件
そ の 他： 6件

計 7件議員提出議案一覧

【継続審査分】

陳 情 等 の 審 査 結 果

受付番号 受付年月日 件　　　　　　　名 審査結果 付託委員会

444 平成27年
12月24日 県河川・十町川河川掘削及びよしの除去に関する要望書 採択 建設経済

常任委員会

454 平成28年
1月6日

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険性や予
後の相談の出来る窓口などの設置を求める陳情 配布

485 平成28年
2月5日 議会報告会の発言に関する根拠を求める要望書 採択 議会運営

委員会

486 平成28年
2月5日 議会報告会の発言内容の事実確認を求める要望書 〃 議会運営

委員会

537 平成28年
3月1日

報告、及び要望書
小学校統廃合問題、並びに耐震補強問題について 〃

菊水区域学
校統廃合事
業調査特別

委員会

538 平成28年
3月1日 TPP協定を国会で批准しないことを求める請願 〃 建設経済

常任委員会

受付番号 受付年月日 件　　　　　　　名 審査結果 付託委員会

480 平成27年
3月2日 合併特例債の適用期間の再延長を求めることについて(お願い) 継続審査 総務文教

常任委員会

こうなりました！皆さんからの請願・陳情
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予 算 審 査 ・ 各 常 任 委 員 会 報 告

納めた は税金
あな
たの どのように使われるのか

委
員
長
　
松
　
村
　
慶
　
次

委
員
長
　
髙
　
巢
　
泰
　
葊

副
委
員
長
　
蒲
　
池
　
恭
　
一

総
務
文
教
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
課

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
64
億
７

千
30
万
円
、
昨
年
度
比
１
億
９

千
４
６
２
万
円
、
率
に
し
て
31

％
増
額
。
交
付
税
や
国
県
の
支

出
金
等
が
減
額
見
込
。
本
町
の

収
入
の
51
％
を
占
め
る
地
方
交

付
税
が
、
合
併
算
定
替
え
に
伴
い
、

縮
減
傾
向
に
あ
る
。
前
年
度
比

５
千
万
円
減
の
33
億
２
千
万
円

と
見
込
ま
れ
る
。
新
規
事
業
と

し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

漏
え
い
防
止
策
、
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
再
構
築
事
業
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

重
点
課
題
を
か
か
げ
て
、
①

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
。

②
小
さ
な
拠
点
形
成
事
業
。
交

通
移
動
手
段
の
確
保
が
課
題
で

10
月
か
ら
本
格
的
事
業
に
取
り

組
む
。
③
定
住
促
進
業
務
。
町

の
P
R
活
動
を
積
極
的
に
行
う
。

④
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
。

28
年
度
か
ら
増
員
し
、
５
名
体

制
で
行
う
。

税
務
住
民
課

　

人
口
減
、
高
齢
化
に
伴
う
町

税
が
約
１
千
万
円
減

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

　

歳
入
歳
出
17
億
８
千
１
６
０

万
９
千
円
、
対
前
年
比
０
・
94
％

の
減
額
、
今
年
度
の
税
率
改
正

で
広
く
平
等
に
負
担
を
お
願
い

す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４

千
９
４
１
万
３
千
円
、
対
前
年

比
２
・
57
％
増
額
、
被
保
険
者
数

の
増
に
よ
る
保
険
料
の
増
額
。

学
校
教
育
課

　

28
年
度
も
菊
水
西
・
東
・
南
小

学
校
で
複
式
学
級
の
予
定
。

　

三
加
和
中
学
校
、
校
舎
爆
裂

改
修
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

社
会
教
育
課

　

平
成
28
年
度
か
ら
人
権
教
育

指
導
員
１
名
を
雇
用
。
町
体
育

館
の
屋
根
防
水
改
修
工
事
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
、
前
年
比

土
木
費
４
，
４
０
０
万
円
増
額
、

農
林
水
産
事
業
費
２
，
４
０
０

万
円
の
減
額
予
算
と
な
る

　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
、
農

業
振
興
、
商
工
観
光
関
連
の
総

予
算
額
は
４
億
９
７
９
万
円
が

計
上
さ
れ
て
お
り
、
総
予
算
額

に
対
す
る
構
成
比
は
６
・
４
％

で
あ
る
。

　

農
林
水
産
事
業
費
は（
農
業

委
員
会
費
３
，
３
０
０
万
円
を

含
め
て
）
３
億
２
７
０
万
円
で

前
年
比
２
，
４
０
０
万
円
の
減

額
で
あ
る
。
減
額
の
理
由
は
、
強

い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業
へ

の
要
望
が
な
い
事
に
よ
る
。
委

員
よ
り
、
担
い
手
確
保
、
地
域
営

農
組
織
の
育
成
、
T
P
P
関
連

対
策
の
強
化
と
町
単
独
に
よ
る

農
業
振
興
策
の
検
討
推
進
の
要

望
が
あ
っ
た
。

　

商
工
観
光
課
の
予
算
総
額
は

１
億
７
０
０
万
円
で
前
年
並
み

の
計
上
額
で
あ
り
、
主
な
事
業

と
し
て
江
田
船
山
古
墳
等
の
観

光
資
源
を
核
と
し
た
活
用
及
び

町
の
三
大
祭
り
の
活
性
化
を
図

り
、
情
報
発
信
に
よ
る
誘
客
の

拡
大
を
図
る
と
の
説
明
で
あ
っ

た
。
委
員
会
か
ら
の
意
見
要
望

と
し
て
、
従
来
の
見
る
観
光
か

ら
体
験
す
る
観
光
へ
と
ニ
ー
ズ

が
変
化
し
て
い
る
。
農
業
者
と

連
携
に
よ
る
、
農
業
体
験
ツ
ア

ー
を
開
発
し
て
、
旅
行
関
連
業

者
へ
提
案
し
て
は
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。

　

建
設
課
関
係
の
土
木
予
算
総

額
は
７
億
７
，
９
０
０
万
円
を

計
上（
対
前
年
比
４
，
４
０
０
万

円
）の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
主

な
事
業
と
し
て
道
路
維
持
費
１

億
３
０
０
万
円
、
道
路
新
設
改

良（
町
単
独
）
８
路
線
２
億
２
，

０
０
０
万
円（
前
年
比
７
０
０

万
円
増
）、
道
路
新
設
改
良（
補

助
事
業
）１
億
８
，
５
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
町
道
の

簡
易
的
な
維
持
管
理
を
行
う
非

常
勤
職
員
を
雇
用
し
、
道
路
環

境
の
整
備
を
図
る
と
の
方
策
が

示
さ
れ
た
。

　

特
別
会
計
事
業（
簡
易
水
道
・

下
水
道
・
特
定
地
域
生
活
排
水

処
理
事
業
）
の
事
業
予
算
は
３

億
６
，
７
９
３
万
４
千
円
で
、
一

般
会
計
よ
り
１
億
１
，
０
０
０

万
円
が
繰
入
れ
さ
れ
て
い
る
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
内
、
健
康
福
祉
課
関

係
予
算
の
民
生
費
・
衛
生
費
、
介

護
保
険
事
業
会
計
当
初
予
算
、

和
水
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

事
業
会
計
当
初
予
算
、
国
民
健

康
保
険
和
水
町
立
病
院
事
業
会

計
当
初
予
算
で
す
。

民
生
費

　

高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、

児
童
福
祉
を
担
っ
て
お
り
、
出

生
か
ら
高
齢
者
や
障
害
者
等
ま

で
幅
広
く
住
民
の
方
々
が
安
全
・

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

に
貢
献
す
る
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

衛
生
費

　

胎
児
期
か
ら
高
齢
期
に
至
る

生
活
習
慣
病
の
発
症
と
重
症
化

予
防
の
た
め
の
事
業
を
細
や
か

に
展
開
す
る
た
め
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業
会
計

　

昨
年
度
よ
り
８
，
２
６
６
万

８
千
円
減
の
15
億
１
，
８
８
２

万
５
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
介

護
予
防
を
目
的
と
し
た
54
地
区

の
公
民
館
で
実
施
し
て
い
る
。

「
お
茶
の
間
筋
ト
レ
体
操
」
も
介

護
の
重
症
化
を
和
ら
げ
、
入
所

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
減
少
に
繋
が

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

和
水
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
会
計

　

サ
ー
ビ
ス
収
入
は
昨
年
度
よ

り
６
０
１
万
３
千
円
減
の
４
億

４
，
３
８
７
万
１
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
27
年
４
月
・
８
月

に
国
の
介
護
報
酬
単
価
の
大
幅

な
減
額
改
定
が
あ
っ
た
中
で
、

今
年
度
の
更
な
る
減
少
と
一
般

会
計
繰
入
金
６
，
４
９
４
万
１

千
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
施

設
は
昭
和
47
年
６
月
に
事
業
を

開
始
し
、
43
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
後
ど
の
様
に
展
開
し
て
い
く

の
か
、
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ

れ
ま
す
検
討
委
員
会
等
の
意
見

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
判
断
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

和
水
町
立
病
院
事
業
会
計

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
は
９

億
７
，
８
６
０
万
６
千
円
で
、
昨

年
度
よ
り
８
３
６
万
８
千
円
減

と
な
っ
て
い
る
。
志
垣
病
院
長

を
事
業
管
理
者
と
し
て
、
全
部

適
用
に
移
行
さ
れ
４
年
目
と
な

る
が
、
安
定
し
た
基
盤
経
営
、
最

良
の
医
療
を
地
域
住
民
に
提
供

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

和
水
町
が
合
併
し
て
10
年
。

和
水
町
議
会
で
は
、
今
日
ま

で
従
来
型
の
議
会
運
営
を
持

続
し
て
き
た
が
、
地
方
分
権

の
進
展
を
は
じ
め
、
住
民
意

識
や
自
治
意
識
等
め
ま
ぐ
る

し
い
変
化
と
と
も
に
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
、

或
い
は
地
方
創
生
の
観
点
か

ら
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定

は
、
本
町
議
会
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

昨
年
２
０
１
５
年
度
を
議
会

改
革
元
年
と
し
、
基
本
条
例

制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
、
本
年
３
月
議
会

に
お
い
て
全
会
一
致
で
承

認
・
可
決
し
４
月
１
日
よ
り

施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

基
本
条
例
制
定
の
提
案
理

由
は
議
会
の
機
能
を
発
揮
し

て
、
町
民
の
代
表
機
関
と
し

て
町
民
の
活
発
な
地
域
活
動

を
尊
重
し
、
町
の
発
展
と
町

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
そ

の
使
命
を
果
た
す
こ
と
、
更

に
は
議
会
及
び
議
員
の
活
動

の
活
性
化
と
充
実
の
た
め
に

必
要
な
議
会
運
営
の
基
本
的

事
項
等
を
定
め
、
町
民
参
加

を
基
本
と
す
る
開
か
れ
た
議

会
を
実
現
し
、
議
会
の
使
命

で
あ
る
本
町
の
豊
か
な
町
づ

く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
に
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
議
会
基
本
条
例
の

中
身
は
、
総
則
、
議
会
・
議

員
の
責
務
及
び
活
動
原
則
、

町
民
と
議
会
の
関
係
、
町
長

と
議
会
の
関
係
、
議
会
運
営

及
び
議
会
事
務
局
の
体
制
整

備
、
議
員
の
身
分
・
待
遇
及

び
政
治
倫
理
、
最
高
規
範
性

及
び
見
直
し
手
続
き
よ
り
構

成
し
て
い
る
。

　

要
は
、
議
会
と
町
長
と
の

二
元
代
表
制
の
充
実
・
促
進

を
図
る
と
と
も
に
『
希
望
あ

ふ
れ
人
と
地
域
が
輝
く
ま
ち
』

づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
が
基

本
条
例
制
定
の
主
旨
で
あ
る
。

和
水
町
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
荒
　
木
　
拓
　
馬

『
和
水
町
議
会
基
本
条
例
』を
制
定



公　債　費

平成２8年度 特 別 会 計 予 算

公 営 企 業 会 計

総　額：　43億3,156万1千円 総　額：　64億7,030万円

自 主 財 源 13億564万3千円

7億 8,697万6千円
4,874万4千円
4,992万8千円
2,726万4千円

3億5,272万6千円
4,000万5千円

12.2%

0.8%

0.8%

0.4%

5.4%

0.6%

33億2,000万円
2億1,367万3千円

6億865万3千円
4億3,182万4千円
5億9,050万7千円

町税
分担金・負担金
使用料・手数料
繰入金
繰越金
財産収入・寄付金・諸収入

地方交付税
地方譲与税・他交付金
国庫支出金
県支出金
町債

51.3%

3.3%

9.4%

6.7%

9.1%

平成28年度 一 般 会 計 　 予 算歳入
歳出

依 存 財 源 51億6,465万7千円

（％は構成比を表示）

歳 出 予 算

歳 入 予 算

議 会 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費

農林水産業費 商 工 費 土 木 費 消 防 費

教 育 費 災 害 復 旧 費 公 債 費

9,282万1千円
（1.4%）

8億9,365万8千円
（13.8%）

19億1,321万9千円
（29.6%）

6億588万7千円
（9.4%）

3億271万1千円
（4.7%）

1億708万1千円
（1.7%）

7億7,947万4千円
（12.0%）

2億5,170万1千円
（3.9%）

5億1,061万4千円
（7.9%）

9億9,040万5千円
（15.3%）

1,500万円

（0.2%）

予 備 費

772万9千円
（0.1%）

国 民 健 康 保 険

17億8,160万9千円

介 護 保 険

15億1,882万5千円

特別養護老人ホーム

5億1,349万9千円

特定地域生活排水処理事業

1億672万7千円

後期高齢者医療事業

1億4,941万3千円

簡 易 水 道 事 業

1億5,132万円

下 水 道 事 業

1億988万7千円

和 水 町 病 院 事 業

9億7,880万6千円

春 富 財 産 区

28万1千円

限 ら れ た 予 算 で 最 大 限 の 効 果 を ！

※
自
主
財
源
と
は

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に

収
入
で
き
る
財
源
。地
方
税
、

分
担
金
及
び
負
担
金
、使
用

料
、手
数
料
、財
産
収
入
、寄

付
金
、繰
入
金
、繰
越
金
、諸

収
入
。

依
存
財
源
と
は

国
や
県
の
意
思
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た
り

割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
収

入
。地
方
交
付
税
、国
庫
・
県

支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地
方

債
等
。
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問
あ
る
月
刊
誌
に
和
水
町
の
議
会
議
員
の

中
に
町
税
及
び
子
ど
も
の
奨
学
金
貸
与
の
滞

納
等
、衝
撃
的
な
疑
惑
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が

内
容
が
本
当
な
の
か
伺
う
。

答
（
町
長
）記
載
さ
れ
た
記
事
は
、
公
に
公

表
さ
れ
る
記
事
で
、
そ
う
い
う
面
か
ら
す
れ

ば
本
当
な
の
か
と
も
言
え
る
が
、
本
当
か
、で

た
ら
め
か
と
決
め
つ
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

問

和
水
町
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則

に
の
っ
と
り
、
奨
学
生
願
書
の
連
帯
保
証
人

の
中
に
議
員
の
名
前
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）奨
学
金
の
申
し
込
み
、

願
書
の
段
階
で
連
帯
保
証
人
を
一
人
書
く
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
本
人
だ
け
で
な
く
親
の
名

前
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
連
帯
保
証
人
と
し

て
名
前
が
あ
る
。

問

ど
う
い
う
こ
と
で
奨
学
金
制
度
が
あ

る
の
か
？

答
（
学
校
教
育
課
長
）進
学
を
し
た
い
、
勉

強
を
し
た
い
と
い
っ
た
子
ど
も
さ
ん
の
た
め
の

経
済
的
一
援
助
と
な
る
よ
う
資
金
的
援
助
と
い

っ
た
制
度
で
あ
る
。
利
息
等
一
切
求
め
て
い
な
い
。

問

こ
の
制
度
は
親
の
経
済
的
な
理
由
で

子
ど
も
た
ち
が
、
上
級
で
学
ぶ
こ
と
が
出
来

な
い
、
子
ど
も
た
ち
に
は
平
等
に
学
ん
で
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
奨
学
金
制

度
が
出
来
た
も
の
と
思
う
が
、
記
事
の
中
で
、

滞
納
中
に
、
次
の
人
に
貸
付
さ
れ
と
あ
る
が
、

貸
付
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）記
事
の
中
で
、
個
人

名
も
出
て
お
り
、こ
の
場
で
の
答
弁
は
控
え

さ
せ
て
頂
く
。

問

奨
学
生
願
書
・
誓
約
書（
返
済
す
る
誓

い
）の
中
に
議
員
の
名
前
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
議
員
だ
か
ら
徴
収
が
し
に
く
か

っ
た
の
か
伺
う
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）議
員
だ
か
ら
で
は

な
い
。

問
移
住
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
、
結

婚
を
し
て
い
る
夫
婦
が
和
水
町
に
転
入

さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
補
助
金
、

助
成
金
が
あ
る
か
。

答
（
町
長
）
現
状
で
は
移
住
時
の
直

接
助
成
は
用
意
が
で
き
て
い
な
い
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
空
き

家
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部
助
成
、
移

住
者
の
引
越
し
費
用
の
助
成
な
ど
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。
今
ま
で
和
水
町
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
方
の
三
世
代
同
居
な

ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
手
掛
け
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
者
の
リ
ピ
ー
ト
率

を
高
め
る
た
め
の
考
え
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
今
後
は
、

コ
ン
ビ
ニ
支
払
い
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
方
法
な

ど
、
納
税
者
の
方
に
手
間
を
か
け
さ
せ

な
い
よ
う
な
や
り
方
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標
金
額
、
目

標
件
数
は
設
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
設
定

は
し
て
い
な
い
。

問
私
の
中
で
は
、
今
の
約
３
倍
の
プ

ラ
ス
１
，
２
０
０
万
円
の
増
収
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
質
問
を
し
て
い
る
。
和
水
町

出
身
の
方
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
、
仮

に
３
万
円
以
上
さ
れ
た
方
の
お
墓
を
、

そ
の
翌
年
に
２
回
、
指
定
さ
れ
た
月
に

き
れ
い
に
掃
除
を
し
て
、
ビ
フ
ォ
ー
ア

フ
タ
ー
の
写
真
を
返
礼
品
と
し
て
お
届

け
す
る
と
い
う
の
は
い
か
が
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
返
礼

品
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
思
う
。

問
町
外
に
住
所
を
置
く
町
職
員
の
方

に
、
和
水
町
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る

よ
う
に
と
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
う
が
、
特
に
問
題
が
な
け
れ
ば
お

願
い
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）
か
つ
て
組
合
を
通
じ
て

お
願
い
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

町
道
（
生
活
道
路
）
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
。

問
奨
学
金
制
度
の
貸
付
額
と
滞
納
額

ま
た
、
保
証
人
と
延
滞
金
制
度
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
こ
の
制
度
に
対
し
て

条
例
の
改
正
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）
貸
付
額
が
４
，

５
２
２
万
円
で
滞
納
額
が
３
５
７
万
円
で

９
名
い
る
。
保
証
人
に
つ
い
て
は
申
し

込
み
時
に
１
名
返
済
時
に
２
名
を
有
す

る
が
、
現
在
１
名
が
保
証
人
２
名
が
１

名
し
か
つ
い
て
い
な
い
状
態
だ
。
延
滞

金
に
つ
い
て
は
年
14
・
６
％
の
延
滞
金

を
徴
収
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
が
、

現
在
徴
収
し
て
い
な
い
。

答
（
教
育
長
）
奨
学
金
制
度
の
条
例

改
正
は
本
人
へ
の
指
導
理
解
そ
れ
と
同

時
に
連
帯
保
証
人
の
方
々
へ
の
十
分
な

理
解
、
そ
う
い
う
事
も
含
め
て
こ
の
制

度
に
つ
い
て
条
例
改
正
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
農
業
振
興
に
つ
い
て
T
P
P
の
合

意
に
よ
っ
て
和
水
町
の
果
樹
畜
産
、
果

菜
類
等
に
対
し
て
影
響
は
多
大
な
も
の

と
考
え
る
が
、
そ
の
対
応
は
ど
う
か
。

ま
た
、
竹
林
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
が
、

園
地
化
を
進
め
筍
生
産
の
為
に
町
単
独

補
助
金
制
度
の
考
え
は
な
い
か
。

答
（
農
林
振
興
課
長
）
T
P
P
関
係

の
国
の
政
策
に
対
し
て
取
り
組
め
る
事

業
が
少
な
い
と
思
う
。
し
か
し
現
時
点

に
お
い
て
、
国
の
補
助
事
業
、
県
の
補

助
事
業
等
を
フ
ル
に
利
用
し
て
中
山
間

地
の
地
の
利
を
上
げ
て
い
く
事
に
専
念

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

答
（
町
長
）
荒
廃
竹
林
に
対
し
て
は

県
の
補
助
事
業
を
進
め
な
が
ら
和
水
町

の
特
産
物
と
し
て
町
単
独
事
業
も
考
え

て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
和
水
町
地
域
交
通
網
形
成
計
画
の

素
案
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
事

だ
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
共
用
は
出

来
な
い
も
の
か
伺
う
。

答
（
町
長
）
和
水
町
地
域
公
共
交
通

会
議
に
お
い
て
は
、
交
通
空
白
地
の
解

消
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
共
用

で
は
な
く
、
町
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者

等
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗
合
タ
ク

シ
ー
等
を
委
託
す
る
の
が
望
ま
し
い
と

い
う
考
え
方
で
計
画
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
意
見
も
出
た
が
、
両
事
業

と
も
補
助
金
等
々
の
関
係
も
あ
り
、
な

か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
来

は
現
在
路
線
バ
ス
の
通
っ
て
い
な
い
地
域

か
ら
、
三
加
和
、
菊
水
地
区
に
そ
れ
ぞ

れ
設
け
た
路
線
バ
ス
通
行
路
線
ま
で
の

移
動
手
段
の
確
保
と
い
う
事
で
決
定
し

て
い
る
。

問
住
民
よ
り
、
議
員
の
税
情
報
の
公

開
要
望
書
が
出
た
た
め
、
議
会
で
は
全

議
員
の
町
税
、
給
食
費
、
住
宅
使
用
料
、

奨
学
金
等
の
納
税
証
明
書
等
を
自
主
的

に
提
出
し
た
が
、
賦
課
徴
収
等
に
関
す

る
調
査
対
象
期
間
は
、
過
去
ど
こ
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
た
も
の
か
伺
う
。

答
（
税
務
住
民
課
長
）
本
来
納
税
証

明
で
は
３
カ
年
間
で
の
証
明
と
な
っ
て

い
る
が
、
証
明
事
項
を
未
納
が
な
い
事

項
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
在
職
期

間
で
の
全
て
を
対
象
と
で
き
、
未
納
が

な
い
証
明
書
を
発
行
し
た
。
も
し
不
納

欠
損
す
る
場
合
は
、
文
書
と
し
て
起
案

を
行
う
が
、
個
人
情
報
と
な
る
の
で
、

公
開
は
で
き
な
い
、
ま
た
、
不
納
欠
損

さ
れ
た
税
に
つ
い
て
は
完
納
扱
い
と
な
り
、

町
の
債
権
は
消
滅
す
る
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）
昨
年
９
月
の

決
算
審
査
の
奨
学
金
関
係
の
過
年
度
分

滞
納
状
況
で
議
員
の
中
に
い
る
と
言
っ

た
の
は
、
子
ど
も
さ
ん
が
借
り
ら
れ
保

証
人
と
し
て
誓
約
書
に
名
前
が
出
て
い

た
と
い
う
事
で
申
し
上
げ
た
。
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ズバリ！聞きます 一般質問

ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標
金
額
は
。

本
当
に
和
水
町
の
議
員
の
中
に

奨
学
金
の
滞
納
が
あ
っ
た
の
か
？

議
員
の
滞
納
疑
惑
、

晴
れ
た
の
か
？

奨
学
金
滞
納
ど
う
す
る
。

庄山　忠文議員

蒲池　恭一議員

荒木　拓馬議員

生山　敬之議員



問
先
般
開
催
さ
れ
た
議
会
報
告
会
の

中
で
出
席
者
か
ら
菊
水
区
域
の
学
校
統

廃
合
問
題
が
紛
糾
し
て
い
る
原
因
の
一

つ
に
㈱
ラ
イ
ト
設
計
の
招
致
問
題
を
厳

し
く
指
摘
さ
れ
た
。
町
は
町
民
の
疑
問

に
答
え
る
た
め
に
無
条
件
で
公
開
す
る

義
務
と
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
な

ぜ
町
長
は
㈱
ラ
イ
ト
設
計
の
招
致
を
拒

み
続
け
る
の
か
伺
う
。

答
（
町
長
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

再
三
申
し
上
げ
て
き
た
。
当
時
21
億
、

11
億
と
い
う
数
字
が
出
て
き
て
そ
れ
ぞ

れ
の
工
事
内
容
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
当
時
最
高
の
事
業
費
に
し
て
も

21
億
で
抑
え
た
い
気
持
ち
が
あ
り
、
こ

れ
で
安
心
安
全
は
保
て
る
。
ラ
イ
ト
設

計
は
県
内
一
流
の
設
計
屋
で
も
あ
り
、

そ
こ
が
作
っ
た
基
本
構
想
だ
か
ら
信
頼

が
お
け
る
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
。
本

当
に
い
く
ら
か
か
る
の
か
と
い
う
こ
と
は

次
の
段
階
の
基
本
設
計
、
実
施
設
計
の

時
点
で
21
億
の
内
容
が
は
っ
き
り
し
て

く
る
と
思
う
。
私
の
や
り
た
い
基
準
で

の
説
明
を
し
、
業
者
の
方
か
ら
も
安
心

安
全
問
題
な
い
と
い
う
よ
う
な
コ
メ
ン

ト
も
も
ら
っ
て
い
た
の
で
そ
の
流
れ
で

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

問
議
会
報
告
会
の
中
、
あ
る
議
員
か

ら
リ
ス
ク
を
強
調
し
た
ゴ
ル
フ
場
発
言

が
な
さ
れ
た
。
現
在
の
ゴ
ル
フ
場
運
営

状
況
を
町
長
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
伺
う
。

答
（
町
長
）
ゴ
ル
フ
事
業
者
は
県
内

有
数
の
地
場
産
業
で
あ
り
、
優
良
企
業

だ
と
思
っ
て
い
る
。

問
現
状
の
町
政
混
乱
を
解
消
す
る
た

め
に
は
①
町
長
の
白
紙
撤
回
②
町
長
選

の
実
施
③
議
会
の
解
散
の
い
ず
れ
か
で

収
束
を
計
る
し
か
な
い
と
の
町
長
発
言

を
会
談
者
の
方
が
発
言
。
町
長
の
真
意

を
伺
う
。

答
（
町
長
）
話
を
し
た
こ
と
は
事
実
だ
。

や
る
、
や
ら
な
い
は
別
問
題
だ
と
思
う
。

問
自
死
問
題
で
学
校
、
町
の
不
適
切

な
対
応
、
不
信
感
か
ら
ご
遺
族
の
方
が
、

訴
訟
を
起
こ
さ
れ
て
い
た
が
、
裁
判
所

の
和
解
案
を
双
方
が
受
け
入
れ
、
和
解

が
成
立
、
そ
の
時
、
出
廷
を
し
た
メ
ン

バ
ー
は
。
ま
た
、
和
解
成
立
後
の
ご
遺

族
の
父
親
で
あ
る
方
の
「
命
の
大
切
さ
、

尊
さ
を
重
視
し
た
教
育
で
私
た
ち
の
様

な
想
い
を
す
る
人
が
二
度
と
現
れ
な
い

様
、
心
か
ら
願
う
」
と
の
報
道
記
事
か

ら
、
ご
遺
族
の
や
り
き
れ
な
い
思
い
が

汲
み
取
れ
ま
す
。
こ
の
問
題
を
風
化
さ

せ
な
い
取
り
組
み
、
二
度
と
起
こ
さ
せ

な
い
、
繰
り
返
さ
せ
な
い
為
の
取
り
組
み
、

対
策
は
。

答
（
総
務
課
長
）
町
長
と
担
当
と
弁

護
士
で
す
。

問
本
来
で
あ
れ
ば
、
教
育
長
も
陳
謝

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
故
に
「
和

解
は
し
た
が
、
改
め
て
浮
か
び
上
が
ら

せ
た
の
は
、
学
校
側
の
不
誠
実
な
対
応

や
両
親
に
与
え
た
不
信
感
だ
っ
た
。」

解
説
文
の
表
現
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

出
処
進
退
は
、
教
育
長
、
人
か
ら
言

わ
れ
て
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
自

身
で
。

問
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
、
理

論
的
に
は
受
益
者
と
し
て
、
応
分
の
負

担
を
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
義
務
と
認

識
を
す
る
処
で
あ
る
が
、
合
併
後
10
年

に
亘
り
見
直
し
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の

が
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
い
わ
ば
行
政

の
失
政
で
あ
る
。
弱
者
救
済
的
気
配
り

を
な
し
、
町
長
の
政
治
的
判
断
の
下
決

定
さ
れ
た
の
か
。

答
（
町
長
）
非
常
に
心
の
痛
む
所
で

あ
り
、
公
約
自
体
に
も
逆
行
す
る
。
10

年
余
り
金
額
を
そ
の
ま
ま
据
え
置
い
て

き
た
こ
と
が
、
大
幅
な
値
上
げ
の
要
因
で
、

２
年
、
３
年
の
サ
イ
ク
ル
で
、
状
況
に

応
じ
検
討
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

問
３
月
議
会
で
国
保
税
の
値
上
げ
が

提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
と
比
べ
て

一
世
帯
当
た
り
と
一
人
当
た
り
の
値
上

げ
は
ど
う
な
る
か
。

答
（
税
務
住
民
課
長
）
一
世
帯
当
た

り
約
５
万
１
，
０
０
０
円
の
増
。
一
人
当

た
り
約
２
万
９
，
０
０
０
円
の
増
と
な
る
。

問
生
活
保
護
世
帯
で
一
人
暮
ら
し
の

場
合
、
女
性
で
65
歳
以
上
の
場
合
、
月

額
６
万
４
，
４
８
０
円
支
給
さ
れ
て
い
る
。

二
人
暮
ら
し
で
、
35
歳
の
女
性
と
子
ど

も
一
人
の
場
合
月
額
９
万
５
，
８
３
０
円
、

こ
れ
に
冬
季
加
算
が
あ
る
。
こ
れ
は
決

し
て
多
い
と
思
わ
な
い
が
、
こ
う
い
っ

た
生
活
保
護
世
帯
よ
り
年
金
が
少
な
い

人
が
多
く
年
を
と
れ
ば
い
ろ
ん
な
病
気

が
出
て
値
上
げ
は
厳
し
い
。
消
費
税
の

増
税
で
自
営
業
者
の
所
得
は
伸
び
悩
み
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
は
な
い
。
地
方

自
治
体
の
最
大
の
任
務
は
住
民
の
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
。
国
保
税
の
値
上
げ
を

抑
え
る
た
め
に
今
あ
る
30
億
円
の
財
政

調
整
基
金
を
使
う
こ
と
が
大
事
だ
。

答
（
総
務
課
長
）
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
補
填
は
、
国
保
事
業
の
独
立
性
、

受
益
と
負
担
の
関
係
か
ら
考
え
に
く
い

と
思
っ
て
い
る
。

問
小
中
学
校
で
基
礎
学
力
を
つ
け
る

た
め
に
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
力
点
を
置

い
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）
高
校
入
試
で
は
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
作
文
で
は
根

拠
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問
子
ど
も
の
基
礎
学
力
を
つ
け
る
た

め
に
は
小
学
校
１
、
２
、
３
年
生
の
時

に
掛
け
算
、
読
み
書
き
が
き
ち
ん
と
で

き
て
い
な
い
と
そ
の
後
わ
か
ら
な
く
な
る
。

こ
こ
に
力
点
を
置
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）「
読
み
、
書
き
、
そ

ろ
ば
ん
」
の
も
っ
と
も
基
礎
的
な
指
導

を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
学
校
教
育
現
場
で
起
き
て
は
な
ら

な
い
自
死
が
お
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な

事
が
二
度
と
起
き
る
事
の
な
い
よ
う
に
、

学
校
現
場
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
、

十
分
な
指
導
が
成
さ
れ
る
べ
き
と
思
う

が
如
何
か
。

答
（
教
育
長
）
悲
し
い
出
来
事
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
し
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
変
化
や

挙
動
を
い
ち
早
く
把
握
し
、
情
報
と
そ

の
対
応
策
を
共
有
し
誠
実
な
対
応
に
、

学
校
・
教
育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
菊
水
ロ
マ
ン
館
及
び
、
道
の
駅
周

辺
の
整
備
と
地
方
創
生
と
の
総
合
的
な

取
り
組
み
の
中
で
、
ロ
マ
ン
館
敷
地
内

の
芝
生
広
場
に
、
子
ど
も
向
け
の
遊
具

設
置
を
望
む
声
が
あ
る
、
検
討
の
余
地

が
あ
る
と
思
う
が
。

答
（
町
長
）
町
の
思
い
と
一
致
し
て

お
り
、
カ
ヌ
ー
館
周
辺
を
中
心
に
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
、
集
う
場
所
と

し
て
具
体
的
な
検
討
を
始
め
て
い
る
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

芝
生
広
場
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地

が
あ
る
と
考
え
る
。
カ
ヌ
ー
部
門
も

年
々
利
用
者
も
増
え
て
お
り
、
既
存
施

設
の
有
効
活
用
も
踏
ま
え
、
情
報
発
信

や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
、
ソ
フ
ト
事
業

の
推
進
を
第
一
に
考
え
て
い
く
。

問
全
国
的
に
人
口
減
少
が
続
く
中
、

和
水
町
に
お
い
て
減
少
歯
止
め
対
策
を

ど
の
様
に
進
め
る
の
か
。

答
（
町
長
）
和
水
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
を
ベ

ー
ス
に
、
第
一
段
階
と
し
て
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
町
を
取
り
戻
す
た
め
の
活
性
化
に

努
め
て
い
く
。
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ズバリ！聞きます 一般質問

膠
着
化
の
学
校
統
廃
合
事
業
に

つ
い
て
議
会
報
告
会
開
催
。

国
保
税
値
上
げ
を
抑
え
る
た
め

30
億
円
の
財
政
調
整
基
金
を

使
う
こ
と
が
大
事
だ
。

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
は
、

合
併
以
来
10
年
間
、見
直
し
を
し

な
か
っ
た
、行
政
の
失
政
と
指
摘
。

学
校
教
育
現
場
で
、い
じ
め
に
繋

が
る
よ
う
な
、懸
念
す
る
行
為
が

あ
っ
て
い
な
い
か
？

森　潤一郎議員笹渕　賢吾議員

豊後　　力議員 池田龍之介議員



問
行
政
の
設
計
書
と
も
い
う
べ
き
ま

ち
づ
く
り
実
施
計
画
書
を
議
会
へ
未
提

出
の
ま
ま
事
業
を
執
行
し
て
き
た
行
為

は
、
地
方
行
財
政
運
営
上
、
適
正
を
欠

く
異
常
事
態
で
あ
り
、
議
会
軽
視
の
そ

し
り
は
免
れ
な
い
と
思
う
が
、
行
財
政

執
行
責
任
者
と
し
て
の
責
任
を
問
う
。

答
（
町
長
）
指
摘
の
通
り
、
ま
ち
づ

く
り
実
施
計
画
書
の
27
年
度
版
が
、
い

ま
だ
も
っ
て
議
会
に
提
示
で
き
て
い
な

い
こ
と
は
弁
解
の
余
地
が
な
い
。
議
会

議
員
の
皆
様
に
、
深
く
陳
謝
す
る
。

問
平
成
27
年
度
以
降
３
カ
年
の
学
校

統
廃
合
事
業
計
画
の
シ
ナ
リ
オ
を
明
確

に
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
（
町
長
）
28
年
度
に
つ
り
天
井
を

含
め
た
１
億
７
，
８
０
０
万
円
の
耐
震

工
事
と
平
成
29
年
度
に
、
統
合
に
向
け

た
必
要
な
躯
体
部
分
の
整
備
と
し
て
、

５
億
３
，
６
０
０
万
円
程
度
を
考
え
て

い
る
。
平
成
30
年
度
の
４
月
に
合
併
を

し
て
、
そ
の
後
、
強
化
ガ
ラ
ス
や
空
調

等
２
億
６
，
２
０
０
万
円
の
附
帯
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
方
法

と
し
て
は
、
平
成
31
年
４
月
に
開
校
す

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
も
も
っ
て
お
り
、
ト

ー
タ
ル
で
は
、
12
億
２
，
９
０
０
万
円

か
ら
13
億
円
を
計
画
し
て
い
る
。

問
昨
年
12
月
、
合
併
特
例
債
の
発
行

可
能
期
間
が
延
長
さ
れ
た
の
に
伴
い
、

菊
水
区
域
学
校
統
廃
合
事
業
関
連
の
予

測
額
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
と
の
整
合
性
に

つ
い
て
伺
う
。

答
（
町
長
）
昨
年
12
月
の
変
更
時
点

で
、
計
画
期
間
や
計
画
金
額
の
変
更
に

伴
い
、
整
合
性
を
図
る
上
か
ら
主
要
指

標
や
財
政
計
画
の
見
直
し
を
し
て
い
る

が
実
施
計
画
書
の
提
示
が
抜
け
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

問
先
の
議
会
報
告
会
で
菊
水
区
域
学

校
統
合
事
業
が
紛
糾
し
て
い
る
原
因
に
、

設
計
内
容
や
安
全
性
に
つ
い
て
設
計
会

社
の
招
致
問
題
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
設

計
内
容
、
安
全
性
に
つ
い
て
町
民
の
疑

問
に
答
え
る
の
が
町
長
の
責
務
と
義
務

と
思
う
が
、
設
計
会
社
招
致
を
拒
み
続

け
る
町
長
の
真
意
は
何
か
。

答
（
町
長
）
基
本
構
想
で
11
億
と
21

億
の
事
業
案
を
提
示
し
、
21
億
円
で
の

事
業
案
を
中
心
に
説
明
し
た
。

問
２
年
間
の
混
迷
空
白
を
招
い
て
い

る
が
、
子
ど
も
た
ち
不
在
の
責
任
は
い

か
に
あ
る
と
考
え
る
の
か
。

答
（
町
長
）
事
業
の
停
滞
を
招
い
て

い
る
事
は
、
子
ど
も
た
ち
に
申
し
訳
な

い
と
思
う
が
、
自
分
も
民
意
と
い
う
処

が
あ
り
、
自
身
の
主
張
を
続
け
て
い
る
。

問
概
算
事
業
費
A
案
・
B
案
の
提

示
が
あ
り
、
住
民
説
明
会
・
議
会
で
設

計
業
者
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
町

長
は
全
く
無
視
。
こ
の
事
は
町
民
の
知

る
権
利
を
奪
う
行
為
で
あ
る
。
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

答
（
町
長
）
基
本
構
想
の
段
階
で
業

者
を
呼
ぶ
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
ま
た
、

こ
の
事
が
他
の
事
業
に
波
及
す
る
事
も

考
え
ら
れ
る
と
思
う
。

問
建
設
費
は
総
事
業
費
で
の
比
較
で

な
く
、
事
業
内
容
、
安
全
度
、
耐
用
年

数
、
保
守
修
繕
費
等
を
総
合
的
に
判
断

し
て
最
終
的
に
町
の
金
庫
か
ら
幾
ら
支

出
す
る
か
と
い
う
事
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）
持
ち
出
し
が
最
終
幾
ら

に
な
る
か
と
い
う
事
と
自
身
も
考
え
る
が
、

町
債
に
な
る
と
70
～
75
％
の
交
付
税
措

置
は
あ
る
が
借
金
に
変
わ
り
は
な
い
。

公
債
比
率
も
高
く
な
る
事
か
ら
、
総
事

業
費
も
充
分
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

問
耐
震
改
修
後
に
統
合
校
舎
を
建
て

替
え
た
場
合
の
事
業
費
補
助
金
は
ど
う

な
る
の
か
。

答
（
町
長
）
特
例
債
の
範
囲
内
と
理

解
す
る
が
、
再
度
確
認
し
て
提
示
す
る
。
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一般質問

政
治
倫
理
調
査
会
報
告	

会
長
　
笹
渕
　
賢
吾

菊
水
区
域
学
校
統
廃
合
事
業
調
査
特
別
委
員
会
構
成

　

平
成
27
年
12
月
24
日
付
で
議
会
議
員
の

政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
議
長
に
町
民
の
未
来
を
考
え
る

会
女
性
部
代
表
藤
田
由
美
子
氏
ほ
か
５
名

か
ら
調
査
請
求
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
会
は
４
回
行
い
慎
重
に
審
議
し
、

決
定
し
ま
し
た
の
で
調
査
結
果
を
報
告
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

記

１
、	

調
査
の
対
象
と
な
る
者
の
氏
名

	

荒
木
拓
馬
議
員

２
、	

「
条
例
第
２
条
第
１
項
及
び
第
２
項
、

第
３
条
並
び
に
地
方
自
治
法
第
92
条

の
２
に
疑
義
の
疑
い
」
の
調
査

３
、	

調
査
請
求
の
内
容

	

和
水
町
議
会
議
員
と
玉
名
森
林
組
合

の
理
事
と
の
兼
業

４
、
調
査
結
果

　

昭
和
62
年
の
最
高
裁
判
所
の
判
例

で
は
森
林
組
合
長
で
議
員
を
し
て
い

て
も
問
題
は
な
い
と
な
っ
て
お
り
、

地
方
自
治
法
92
条
の
２
に
該
当
し
な

い
。
し
た
が
っ
て
条
例
第
２
条
１
項

及
び
第
２
項
、
第
３
条
に
抵
触
し
な

い
。

　

平
成
27
年
12
月
24
日
付
で
議
会
議
員
の

政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
議
長
に
町
民
の
未
来
を
考
え
る

会
女
性
部
代
表
藤
田
由
美
子
氏
ほ
か
５
名

か
ら
調
査
請
求
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
会
は
４
回
行
い
慎
重
に
審
議
し
、

決
定
し
ま
し
た
の
で
調
査
結
果
を
報
告
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

記

１
、	

調
査
の
対
象
と
な
る
者
の
氏
名

	

蒲
池
恭
一
議
員

２
、	

「
条
例
第
２
条
第
１
項
及
び
第
２
項
、

第
３
条
並
び
に
地
方
自
治
法
第
92
条

の
２
に
疑
義
の
疑
い
」
の
調
査

３
、	

調
査
請
求
の
内
容

	

和
水
町
議
会
議
員
と
玉
名
農
協
の
監

事
と
の
兼
業

４
、	

調
査
結
果

　

玉
名
農
協
で
は
議
員
と
の
兼
業
禁

止
を
打
ち
出
し
て
い
な
い
。
判
例
で

は
町
と
農
協
と
の
間
で
預
貯
金
、
積

立
金
等
の
信
用
事
業
は
、
請
負
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
農
協
は

個
人
で
は
な
く
法
人
で
あ
る
こ
と
か

ら
そ
の
請
負
が
地
方
自
治
法
第
92
条

の
２
に
該
当
し
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
条
例
第
２
条
１
項
及

び
第
２
項
、
第
３
条
に
抵
触
し
な
い
。

１
．	

目　

的

	

菊
水
区
域
の
小
中
学
校
の
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
及
び
学
校
規
模
の
適
正
化
を
図
る

た
め
に
調
査
研
究
し
、
そ
の
方
向
性
を
見
い
出
す
こ
と
に
資
す
る
。

２
．	

委
員
の
構
成

	

議
長
を
除
く
13
名
と
す
る

３
．	

グ
ル
ー
プ
編
成

	

３
班
に
編
成
、
班
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
を
選
出
し
協
議
す
る
。

	

リ
ー
ダ
ー
は
班
の
意
見
を
集
約
し
全
体
協
議
で
報
告
す
る
。

４
．
班
編
成

町
政
２
年
間
の
混
迷
・
空
白
、

子
ど
も
不
在
の
責
任
は
!!

宙
に
浮
く
学
校
統
合
計
画
！

髙巢　泰葊議員

小山　　曉議員

委員長 豊後　　力

全体協議

副委員長 蒲池　恭一

Ⅰ班
◎

池
田
龍
之
介

髙
巢　

泰
葊

森　

潤
一
郎

生
山　

敬
之

Ⅱ班
◎

笹
渕　

賢
吾

杉
村　

幸
敏

小
山　
　

曉

荒
木　

政
士

Ⅲ班
◎

荒
木　

拓
馬

庄
山　

忠
文

松
村　

慶
次

豊
後　
　

力

蒲
池　

恭
一

◎リーダー
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